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第
６
回
議
会
定
例
会
は
12
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
７
件
の
後
、
町
長
提
出
議
案
８
件
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
が
採
択
さ
れ
国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
新
た
に
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
第
５
回
議
会
臨
時
会
は
10
月
24
日
に

開
会
し
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
2
件
、
事
件
案
件
1
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

（
2
〜
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
）

月月月
定例会定例会定例会

臨臨臨
時時時
会会会

体育館への避難を
よりスムーズに

補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

　
１
億
３
０
０
８
万
１
千
円

を
追
加
し
、
55
億
２
８
９
５

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問

地
域
防
災
事
業
の
工
事

請
負
費
１
３
２
万
円
と
備
品

購
入
費
69
万
６
千
円
の
内
容

は
。

専
決
処
分

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
92
万
６

千
円
を
追
加
し
、
53
億
９
１

１
５
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
）

◎
農
林
水
産
物
等
災
害
対
策

費
に
92
万
６
千
円
を
計
上

　
７
月
豪
雨
に
お
け
る
農
産

物
被
害
に
対
す
る
農
薬
、
肥

料
等
へ
の
支
援

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
７
７
１

万
４
千
円
を
追
加
し
、
53
億

９
８
８
７
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

（
主
な
内
容
）

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費
用

に
５
２
５
万
２
千
円
を
計
上

◎
河
川
総
務
費
に
２
４
６
万

２
千
円
を
計
上

　
排
水
機
場
等
操
作
員
謝
礼

を
追
加
補
正

総
務
課
長
　
工
事
請
負
費
に

つ
い
て
は
、
各
小
学
校
の
体

育
館
を
震
度
５
強
以
上
の
際
、

開
錠
で
き
る
仕
組
み
を
各
体

育
館
入
口
に
付
け
る
た
め
の

工
事
費
用
で
す
。
設
置
後
は
、

そ
の
使
用
方
法
等
を
町
内
会

へ
説
明
す
る
な
ど
十
分
な
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
備
品
購
入
費
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
お
け
る
組
立
式
ト

イ
レ
１
基
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。

　
災
害
時
に
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
屋
内
用
ト
イ
レ
と
し

て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

問

学
校
給
食
費
へ
59
万
２

千
円
計
上
し
た
内
容
は
。

教
育
課
長
　
令
和
６
年
11
月

以
降
の
米
価
格
改
定
に
よ
り
、

米
１
㎏
あ
た
り
１
４
０
円
増 組立式トイレ組立式トイレ

事
件
案
件

　
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
草
刈
機

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
提
案
理
由
）

ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
草
刈
機

の
購
入
（
７
０
０
万
円
以
上

の
動
産
購
入
に
あ
た
る
た
め
）

・
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

・
契
約
金
額

7
5
1
万
３
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
　
南
東
北
ク
ボ

タ
三
川
営
業
所

ハンドガイド式草刈機ハンドガイド式草刈機

地震解錠ボックス地震解錠ボックス



令和 7年 1月 15日　第 168 号3

謹
賀
新
年

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染

予
防
の
徹
底
な
ど
に
よ
っ

て
、
克
服
し
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
感
染
予
防
が
必
要

で
す
。

　
昨
年
は
、
自
然
災
害
の

多
い
年
で
し
た
が
人
災
に

し
て
は
な
ら
な
い
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
希
薄
化
し
た

人
の
繋
が
り
を
濃
く
し
て

地
域
の
活
性
化
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
三
川
町
議
会
は
、
今
後

も
「
広
聴
活
動
」
を
充
実

し
な
が
ら
町
民
の
福
祉
向

上
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

額
し
た
こ
と
で
、
給
食
１
食

あ
た
り
小
学
校
で
10
円
、
中

学
校
で
14
円
の
引
き
上
げ
を

要
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
令

和
6
年
11
月
か
ら
令
和
７
年

３
月
ま
で
の
増
額
分
を
補
助

す
る
内
容
で
す
。

条
例
改
正

〇
三
川
町
い
ろ
り
火
の
里
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
提
案
理
由
）

　
い
ろ
り
火
の
里
施
設
の
利

用
料
金
の
適
正
化
と
安
定
的

な
施
設
運
営
の
継
続
を
図
る

た
め
。

〇
三
川
町
の
特
定
の
事
務
を

取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に

つ
い
て

（
提
案
理
由
）

　
町
民
の
利
便
性
の
確
保
と

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
関
連
事
務
を
行

う
郵
便
局
を
指
定
す
る
た
め
。

（
指
定
す
る
郵
便
局
の
名
称
）

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川
内

　
郵
便
局

〇
修
正
動
議（
鈴
木
淳
士
議
員
）

●
第
２
条
第
１
項
中
「
法
第

２
条
第
６
号
」
を
「
地
方
公

共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵

便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。）　
第
２
条
第
６
号
」

に
改
め
る
。

●
第
３
条
中
「
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ

し
、」
の
部
分
を
「
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
期
間
満
了
の

３
カ
月
前
ま
で
に
」
に
改
め

る
。

請
　
　願

請
願
第
１
号
（
継
続
審
査
）

「
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に

早
急
に
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
改
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
」

・
審
査
結
果
　
採
択

・
意
見
書
を
国
へ
提
出

請
願
第
２
号

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
請
願
」

・
審
査
結
果
　
継
続
審
査

表
　
　彰

令
和
６
年
度
　
町
村
監
査
功

労
者
表
彰

（
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
）

成
田
光
雄
　
議
員

（
町
村
等
監
査
委
員
と
し
て

７
年
以
上
在
籍
し
、
功
労
の

あ
っ
た
者
と
し
て
）

国民の命を守るために
早急に日米地位協定の抜本的改定を

求める意見書（要約）
　沖縄では、米軍、米兵に起因する事件・
事故が、数多く発生している状況にある。
　こうしたことから、全国知事会では、
日米地位協定の抜本的な見直しを政府に
求める「米軍基地に関する提言」を全会
一致で決議したことに続き、令和2年11
月には新たな「米軍基地負担に関する提
言」が全会一致で決議されている。
　また、全国の地方議会でも日米地位協
定の抜本的な見直しを含む意見書が数多
く可決されている現状を、国は受け止め
るべきである。
　よって、国会で早急に日米地位協定の
抜本的改定の議論を始めることを強く求
める。

⒈ 　議会広報のよく読むページや気になる取り組み
はありますか？
　町内の団体紹介「がんばってます」をよく読み
ます。励みにもなり参考にしています。

⒉ 　より読みやすい、手に取りやすい広報誌にする
には、どのような取り組み
が良いかアドバイスをお聞
かせください。
　町民が三川町に対してど
う思っているか聞きたいで
す。アンケートなどにより
「町に希望する事」「将来へ
の希望」など、町民の声を
掲載すれば読者も増えると
思います。

読者の窓読者の窓

前田斉さん（猪子）

12 月定例会の議決状況 (全会一致を除く）
○は賛成、×は反対、議長は賛否に加わらない。

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

議　員　名
議　　案

小
野
寺
正
樹

佐
藤
栄
市

小
林
茂
吉

佐
久
間
千
佳

砂
田
　
　
茂

鈴
木
淳
士

鈴
木
重
行

成
田
光
雄

町
野
昌
弘

議第 64号　三川町の特定の事務を取
り扱う郵便局の指定について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

修正動議　議第 64号　三川町の特定の事務を取
り扱う郵便局の指定についてに対する修正動議 × × × × ○ ○ × × ×

請願第 1号　国民の命を守るために
早急に日米地位協定の抜本的改定を
求める意見書の提出についての請願

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

請願第 2号　学校給食費の無償化を
求める意見書の提出に関する請願 継続審査

意見書第 1号　国民の命を守るため
に早急に日米地位協定の抜本的改定
を求める意見書の提出について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議　長
志田　德久
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一
般
質
問

一
般
質
問

︵
4
~
10
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
︶

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

（
音
声
配
信
中
）

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

佐久間 千佳 議員 （7ページ）
●安全・安心のまちづくりを
●ごみの減量化は
○みかわ産業団地開発について

鈴木 淳士 議員 （9ページ）
●子育て世帯の転入増加策を
●ふるさと応援寄附金の「使い道」の適正化を

小野寺 正樹 議員 （5ページ）
●防犯意識の向上と抑止力について
●イベント開催について
○移住促進と子育て世帯への情報発信を

12月5. 6日、6人の議員が以下の項目
について質問しました。
●の内容を掲載しています。

町 政 を 問 う
12月定例会

鈴木 重行 議員 （8ページ）
●農業振興策について
●認知症について

町野 昌弘 議員 （10ページ）
●地域公共交通の活性化を
●いろり火の里の今後は
○洪水に備えた減災対策について

砂田　茂 議員 （6ページ）
●学校給食の無償化について
●健康保険証の利用について
○新型コロナワクチン接種について
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

正
まさ

樹
き

  議員

イベントに集まる市町村のマスコット

防犯意識の向上策と抑止力を
町長　地域全体での取り組みを実施

問

「
み
か
わ
ん
」
の
着
ぐ
る
み
を

全
国
的
に
闇
バ
イ
ト

に
よ
る
犯
罪
や
、
弱

者
を
狙
っ
た
犯
罪
が
横
行
し

て
い
る
現
状
に
町
民
か
ら
不

安
の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
の
予
防
対
策

は
。

全
国
各
地
で
多
発
す

る
闇
バ
イ
ト
に
よ
る

犯
罪
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る

住
民
の
不
安
に
対
し
、
本
町

で
は
こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
抑

止
を
目
的
に
、
日
頃
よ
り
警

察
や
町
内
会
、
防
犯
協
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
防
犯
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
安
全
み
つ
め
た
い
活
動
等

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
全

体
で
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
「
み
か

わ
ん
」
の
着
ぐ
る
み

を
作
り
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
は
。

着
ぐ
る
み
作
製
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。

安
全
対
策
と
し
て
街

灯
の
数
を
増
や
し
て

欲
し
い
と
中
学
生
か
ら
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て

要
望
箇
所
の
把
握
に
努
め
て

は
。

日
没
以
降
の
下
校
に

不
安
を
感
じ
る
箇
所

な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎
年

P
T
A
を
通
じ
て
学
校
か

ら
交
通
安
全
に
関
す
る
要
望

を
い
た
だ
き
対
応
し
て
い
ま

す
。

抑
止
力
の
観
点
か
ら

防
犯
カ
メ
ラ
を
各
地

域
の
主
だ
っ
た
場
所
に
設
置

し
て
は
。防

犯
カ
メ
ラ
は
、
犯

人
の
早
期
逮
捕
に
つ

な
が
る
ほ
か
、
犯
罪
を
抑
止

す
る
と
い
う
点
で
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
役
場
の
ほ
か
、
学
校

や
保
育
園
・
幼
稚
園
、
い
ろ

り
火
の
里
施
設
等
に
も
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
防
犯
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　各
地
域
の
主
だ
っ
た
場
所

へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
場

所
の
状
況
や
費
用
対
効
果
を

勘
案
し
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

　当
面
の
間
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、「
菜
の
花
む
す
め
」

を
前
面
に
押
し
出
し
、
本
町

を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

問町
長

問町
長

問町
長
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一
般
質
問

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
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学校給食は子どもたちの健康増進を
図ることも目標としている

従来の保険証は有効期限まで
捨てないで

学校給食も教育では
教育長　国の責任で同じ教育を

学
校
給
食
が
児
童
生

徒
の
発
達
に
果
す
役

割
は
。

適
切
な
栄
養
摂
取
や

望
ま
し
い
食
習
慣
を

養
い
、
食
生
活
が
自
然
の
恩

恵
や
人
び
と
の
様
々
な
活
動

で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

学
び
、
食
文
化
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
発
達
に
重
要
な
役
割

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
は
教
育
そ

の
も
の
で
は
。

食
育
と
い
う
言
葉
も

あ
る
通
り
、
学
校
給

食
は
重
要
な
教
育
の
一
環
と

考
え
ま
す
。

　
給
食
費
無
償
化
を
図
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
治
体
ご
と
行

う
と
い
う
よ
り
国
が
責
任
を

持
つ
と
い
う
こ
と
が
妥
当
と

考
え
ま
す
。

学
校
給
食
無
償
化
の

全
国
的
な
動
向
と
そ

の
背
景
は
。

公
立
の
小
・
中
学
校

で
無
償
提
供
し
て
い

問問

る
自
治
体
は
、
昨
年
度
末
で

約
3
割
、
一
部
無
償
化
を
加

え
る
と
４
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
口

減
少
や
少
子
化
対
策
と
い
っ

た
課
題
の
中
で
子
育
て
支
援

策
や
定
住
・
転
入
推
進
策
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

学
校
給
食
運
営
費
用

の
設
置
者
負
担
分
と

保
護
者
負
担
分
の
考
え
方
は
。

学
校
給
食
法
に
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、

施
設
設
備
の
改
修
や
調
理
器

具
の
調
達
、
運
営
は
設
置
者

で
あ
る
行
政
が
負
担
し
、
そ

れ
以
外
の
食
材
費
は
保
護
者

が
負
担
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。文

部
科
学
省
で
、「
学

校
給
食
の
無
償
化
を

実
施
す
る
各
教
育
委
員
会
に

お
け
る
実
態
調
査
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
努
力
が
国
を
動

か
す
力
と
な
る
の
で
は
。

毎
年
、
全
国
の
町
村

教
育
長
が
集
ま
り
文

科
省
に
要
望
や
意
見
を
伝
え
、

国
の
責
任
で
全
国
の
子
ど
も

た
ち
に
同
じ
教
育
を
受
け
さ

せ
る
た
め
に
動
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
正
し
い
方
向
だ
と
考

え
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

問

問

教
育
長

教
育
長

マ
イ
ナ
保
険
証
に
切

替
わ
る
こ
と
で
従
来

の
健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
が
必
要
で
は
。

令
和
６
年
７
月
の
保

険
証
更
新
で
、
制
度

内
容
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
そ
の
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。従

来
の
保
険
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
た
後
は
。

有
効
期
限
が
切
れ
る

前
に
今
ま
で
通
り
受

診
で
き
る
資
格
確
認
書
を
発

行
し
ま
す
。

紙
の
保
険
証
の

今
後
は

問問 町
長

町
民
課
長
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防犯フィルムと補助錠
（防犯対策の一例）

ディスポーザーイメージ

防犯対策へ助成を
町長　個別助成は考えていない

環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
を

全
国
的
に
強
盗
事
件

な
ど
が
頻
発
し
て
い

る
報
道
も
あ
り
、
よ
り
防
犯

の
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
急

務
で
す
。

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、

家
屋
へ
の
浸
入
を
防
ぐ
防
犯

フ
ィ
ル
ム
や
セ
ン
サ
ー
付
き

ラ
イ
ト
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
不
安
の

大
き
い
高
齢
者
世
帯
か
ら
優

先
し
設
置
へ
の
補
助
を
す
る

べ
き
で
は
。

全
国
的
に
多
発
す
る

住
宅
に
侵
入
し
て
の

犯
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対

策
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
自

治
体
等
を
参
考
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
等
も
含
め
、
効

果
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
総

合
的
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て

本
町
が
県
内
で
も
１

人
あ
た
り
の
家
庭
系

ご
み
の
排
出
量
が
多
い
要
因

は
。

県
内
に
お
い
て
本
町

を
含
む
庄
内
地
域
が

相
対
的
に
家
庭
系
ご
み
の
排

出
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
の
大
き
な
も
の

と
し
て
、
庄
内
地
域
以
外
で

実
施
し
て
い
る
ご
み
袋
の
有

料
化
に
よ
り
、
排
出
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

ご
み
の
中
で
も
重
量

の
あ
る
生
ご
み
の
処

検
討
し
、
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
が
、現
時
点
で
は
、個
々

の
防
犯
対
策
へ
の
助
成
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

日
中
は
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
夜

間
の
防
犯
対
策
は
。

町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
犯
意
識
を
高
く
し
、

基
本
的
な
防
犯
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

等
の
設
置
も
有
効
だ
と
考
え

ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
の
構
築
は
。

警
察
や
町
内
会
、
防

犯
協
会
等
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地
域

全
体
で
の
取
り
組
み
を
通
し
、

防
犯
意
識
が
高
い
地
域
で
あ

る
事
を
内
外
問
わ
ず
多
く
の

方
か
ら
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

理
で
、
デ※

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を

設
置
し
減
量
化
し
て
は
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に

よ
る
生
ご
み
の
減
量

効
果
は
大
き
い
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
公
共
下
水

道
・
農
業
排
水
の
別
に
関
ら

ず
、
処
理
能
力
の
理
由
に
よ

り
使
用
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問問

問

※�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
…
台
所
の
排

水
口
に
取
り
付
け
、
生
ゴ
ミ
を

排
水
口
か
ら
投
入
し
、
細
か
く

粉
砕
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
を
水
道
水

と
と
も
に
下
水
施
設
等
へ
排
出

さ
せ
る
電
化
製
品
。

問

町
長
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地域農業の課題は
町長　担い手確保が急務

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

共同作業で維持されてきた農業施設

後
の
方
策
は
。

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
は
、

農
地
の
荒
廃
を
ま
ね
く
恐
れ

「※

地
域
計
画
」
策
定

で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
本
町
農
業
の
課
題
は
。

課
題
と
し
て
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
の
不
在
に
よ
り
、
多
く

の
集
落
で
担
い
手
が
不
足
し
、

そ
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。

　
今
後
、
農
地
の
受
け
手
が

不
足
し
管
理
不
十
分
な
農
地

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
。

　
農
業
従
事
者
の
減
少
に
よ

り
、
農
道
や
水
路
の
維
持
管

理
に
支
障
が
出
る
こ
と
。

　
他
市
町
村
か
ら
の
入
り
作

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
条
件

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

良
好
な
地
域
農
業
を

維
持
す
る
た
め
の
今

問問

町
長

問問

問

町
長

町
長

町
長

本
町
の
65
歳
以
上
の

認
知
症
患
者
数
及
び

今
後
の
推
移
は
。

令
和
5
年
3
月
末
で

要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
3
8
7
人
の
う
ち

2
8
0
人
が
認
知
症
と
さ
れ
、

認
定
者
の
72
.
4
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
長
寿
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
認
知
機
能

に
障
害
の
あ
る
人
は
増
え
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
発
症
者
の
約

2
割
に
徘
徊
の
リ
ス

ク
が
伴
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
行
方
不
明
時
の
捜
索
体
制

は
。

警
察
へ
の
事
前
登
録
、

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
、

見
守
り
シ
ー
ル
な
ど
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

と
も
に
、
町
内
会
長
や
民
生

委
員
、
消
防
団
や
地
域
の
方

か
ら
の
協
力
に
よ
り
捜
索
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
増
え
る
と
さ
れ

る
認
知
症
へ
の
対
応

は
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
の

理
解
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
町
内
会
や
小
・
中
学

校
で
実
施
し
認
知
症
の
理
解

を
広
め
る
と
と
も
に
、
活
動

す
る
場
の
創
出
と
関
係
団
体

と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

町
長

が
あ
る
な
ど
、
地
域
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
若

手
農
業
者
や
新
規
就
農
者
を

増
や
す
取
り
組
み
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　「
新
農
業
所
得
構
造
改
革

推
進
事
業
」
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
国
・
県
と
共
に
地

域
農
業
を
支
援
し
ま
す
。

※�「
地
域
計
画
」地
域
農
業
の
10
年

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
農
業

者
や
地
域
の
方
の
話
し
合
い
に

よ
り
考
え
を
ま
と
め
た
も
の
。

　
認
知
症
へ
の
対
応
は
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（注）令和６年度は、11月25日時点の
　　　出生者数

学校区別　出生数

横山 東郷 押切 合計

R1年度 24 15 22 61

R2年度 27 15 24 66

R3年度 17 10 24 51

R4年度 13 4 18 35

R5年度 18 4 25 47

R6年度 5 1 14 20

合計 104 49 127 280

ふるさと納税の返礼品（参考例）

出生数減による学校運営対策を
町長　複式学級など幅広い対策案を検討したい

町
全
体
の
出
生
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
特
に
東
郷
地
区
の
減
少
が

大
き
く
、
今
後
の
学
校
設
置

に
関
す
る
課
題
に
波
及
し
て

く
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対

策
も
含
め
、
今
後
の
対
応
策

は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

弊
害
が
顕
在
化
し
て

き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
以
降
の
数
字

は
小
学
校
区
の
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
複
式
学
級
や
義
務
教
育
学

校
、
ま
た
、
単
独
校
維
持
対

策
な
ど
各
地
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
の
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
横
山
、
東
郷
、
押

切
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

町
長

問

た
め
に
も
町
全
体
の
課
題
と

し
て
、
関
係
各
課
連
携
し
た

対
応
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

特
に
東
郷
地
区
は
全

域
が
農※

振
地
域
指
定

の
た
め
、
民
間
業
者
に
よ
る

宅
地
造
成
は
厳
し
い
こ
と
か

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
の
積
立
額
を
、

寄
附
者
が
選
択
す
る
「
使
い

道
（
全
10
項
目
）」
ご
と
に

分
類
で
き
な
い
も
の
か
。

本
町
の
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
も
分
類
集
計

が
可
能
と
思
い
ま
す
。

こ
の
寄
附
金
は
町
民

全
体
の
財
産
で
あ
り
、

そ
の
「
使
い
道
」
に
つ
い
て

は
、
寄
附
者
の
選
択
肢
ご
と

に
積
み
立
て
し
使
途
を
明
確

問問

に
す
る
こ
と
が
、
町
と
し
て

の
義
務
で
あ
り
責
務
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
従
っ
て
、
透
明
性
を
確
保

し
つ
つ
各
分
野
に
幅
広
く
活

用
す
べ
き
で
は
。

寄
附
金
総
額
は
毎
年

度
変
動
す
る
こ
と
か

ら
、
特
定
の
事
業
へ
の
継
続

的
分
配
を
担
保
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
に
つ

い
て
は
寄
附
者
の
意
向
に
沿

う
よ
う
活
用
し
て
い
ま
す
。

※�

農
振
地
域
…
農
業
振
興
を
図
る

べ
き
地
域
と
し
て
、
宅
地
等
へ

の
用
途
変
更
が
制
限
さ
れ
て
い

る
地
域
。

ら
、「
み
か
わ
産
業
団
地
」

同
様
、
町
に
よ
る
宅
地
造
成

事
業
を
実
施
し
て
は
。

東
郷
地
区
へ
の
住
宅

地
造
成
事
業
を
検
討

し
て
み
ま
し
た
が
、
農
振
地

域
の
宅
地
転
用
は
法
的
規
制

が
厳
し
く
、
相
当
の
時
間
を

要
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
集
落
内
の
空
き

家
、
空
き
地
を
活
用
し
た
民

間
事
業
者
に
よ
る
ア
パ
ー
ト

建
設
な
ど
の
推
進
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

問

企
画
調
整

課
　
　長

「
応
援
寄
附
金
」
は
町
民
共
有
の
財
産
…
使
途
公
表
を

総
務
課
長

総
務
課
長
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一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

呼べば来るオンデマンドバスを
町長　経費面で課題がある

町
まち

野
の

　昌
まさ

弘
ひろ

  議員

いろり火の里の遊具

い
ろ
り
火
の
里
の
遊
具
充
実
を

他
自
治
体
で
行
な
っ

て
い
る
「
呼
べ
ば
来

る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
が

あ
る
よ
う
で
す
。
本
町
で
も

有
効
な
事
業
で
は
。

本
町
で
は
現
在
デ
マ

ン
ド
型
タ
ク
シ
ー

「
で
ん
で
ん
号
」
の
運
行
を

実
施
し
て
お
り
、
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
の
運
行
が
可
能
な
こ
と

か
ら
今
の
事
業
を
継
続
し
て

い
く
考
え
で
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
乗
降
場
所

か
ら
専
用
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で

呼
べ
る
便
利
な
オ
ン
デ
マ
ン

ド
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
先
進
地
で
は
利
用

者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
行

現
在
い
ろ
り
火
の
里

の
遊
具
に
は
た
く
さ

ん
の
家
族
が
や
っ
て
来
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
気
を

維
持
す
る
た
め
の
施
策
は
。

県
内
は
も
と
よ
り
全

国
の
道
の
駅
に
お
い

て
は
、
様
々
な
特
色
を
持
た

せ
た
道
の
駅
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
魅
力
的
な

施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

政
が
経
費
負
担
を
す
べ
て

行
っ
て
い
る
現
状
か
ら
課
題

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問問 町
長

町
長

公
共
交
通
は
広
域
的

に
運
用
し
て
こ
そ
役

割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

　
周
辺
自
治
体
と
の
話
し
合

い
の
状
況
は
。

鶴
岡
市
、
三
川
町
、

酒
田
市
を
結
ぶ
路
線

バ
ス
は
乗
車
数
の
減
少
な
ど

継
続
運
行
が
厳
し
い
状
況
か

ら
、
路
線
維
持
に
向
け
て
県

と
２
市
１
町
で
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問町
長

現
在
の
地
域
公
共
交

通
計
画
は
両
市
単
独

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
庄
内

広
域
で
計
画
を
行
う
べ
き
で

は
。

問

問

町
長

町
長
２
市
３
町
で
今
後
の

公
共
交
通
の
在
り
方

を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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商
工
会
・
町
内
会
長
会
・
農
業
団
体
と
の
意
見
交
換
会

　
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
の
長
谷
川
慎
一
農
業
振

興
課
長
に
よ
る
﹁
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
﹂
の
講
話
で
は
、
山
形
県

の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
減
少
し
て
い
る

が
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
ク
マ
に
よ

る
人
身
被
害
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
カ
ラ
ス
に
苗
を
抜
か
れ
る
な
ど
の
被

害
に
つ
い
て
県
に
は
カ
ラ
ス
被
害
の
情
報
は
入
っ

て
い
な
い
が
、
植
え
た
ば
か
り
の
苗
が
抜
か
れ
る

被
害
も
算
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
今
後
も
情
報

共
有
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
農
業
支
援
策
や
自
然
災

害
の
被
害
申
告
状
況
、
産
業
団
地
の
造
成
で
の
耕

作
者
へ
の
助
成
に
つ
い
て
な
ど
で
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

７
月
25
日
に
発
生
し
た
水
害
被
害
に
対
し
て

の
状
況
や
、
緊
急
時
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
し
、
情
報
伝
達
の
あ
り
方
、
避
難
所
開
設
に

お
け
る
課
題
を
早
急
に
解
決
し
て
欲
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
避
難
訓
練
な
ど

を
通
じ
町
民
の
安
全
を
守
る
と
共
に
自
治
体
と
の

役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、﹁
避
難
所
の
認

識
を
勘
違
い
し
て
い
る
人
や
、
共
同
生
活
を
乱
す

人
も
い
る
の
で
、
避
難
所
の
心
構
え
を
再
認
識
す

る
な
ど
の
必
要
が
あ
る
﹂
旨
の
話
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
懇
談
で
は
、
還
元
率
10
％
の
﹁
三
川
町
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
﹂
の
利
用
は
日
常
的
に
買
い
物
を

す
る
高
齢
者
に
多
い
一
方
、
若
い
世
代
で
は
デ
ジ

タ
ル
決
済
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
小
規
模

店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
機
器
を
入
れ
る
の
は
難

し
い
な
ど
の
課
題
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
懇
談
前
に
は
鶴
岡
市
大
塚
町
に
あ
る
就

労
型
継
続
支
援
B
型
事
業
施
設
﹁
み
ん
な
の
サ

ラ
ダ
﹂
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
、
最
新
の
室
内
水
耕

栽
培
施
設
で
野
菜
を
育
て
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る

生
産
活
動
や
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
通
じ
て

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
農
福
連
携
で
社
会
貢
献
す
る
と
い
う
事
業

施
設
で
し
た
。

カラス被害を協議カラス被害を協議

（
11
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
・
小
野
寺
正
樹
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
今
後
は

９
月
27
日
　
商
工
会

カ
ラ
ス
被
害
対
策
は

11
月
15
日
　
農
政
懇
談
会

避
難
所
対
策
は11月

６
日
　
町
内
会
長
会

室内水耕栽培施設室内水耕栽培施設

体育館での避難状況体育館での避難状況

カラス被害にあった水田カラス被害にあった水田
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行
政
視
察
研
修
（
沖
縄
県 

北
中
城
村
）

　産業振興と健康福祉が掛け合わさったような
「農を活かした健康・福祉の里づくり事業」が、
これからのまちづくりにどう活かせるかを研修。

 ◦この事業の内容と目的は。
　「農産物やエネルギーの地産地消と６次産業化」
「農を活かした心身の健康増進」「村の魅力を伝える観
光・体験型の場」「農を中心とした人と人との交流ある
村での暮らし」という４つのテーマを基に６段階に分け
て再生エネルギー施設や医療・福祉施設、田園住宅など
を整備するというものです。
　農家の担い手不足や高齢化、遊休農地の増加等の問題
に「長寿の村」という実績を活かし「農」を核として食
物生産・福祉・住環境・観光を連携させた雇用の創出と
観光の推進などで地域を再生し活性化させるためです。

 ◦この事業の推進手法は。
　農業振興と連携した土地造成、施設建設、福祉・医療
及びエネルギー事業に関する開発が必要となり、事業推
進委員会を設立し基本方針の整理を行いました。

 ◦これまでの取り組みと課題は。
　地元自治会の協力を得るため説明会や情報提供を継続
して積極的に行っており、バイオガス発電の電気は地域
への供給とメタンガス発酵処理後の熱もハウス栽培施設
へ利用し、また、同時に生成される固体は肥料、液体は
液肥として有効利用する考え。今後は開発及び農地関連
の各機関と調整が重要とのことでした。

 ◦今後の事業計画は。
　農産物直売所、滞在型市民農園、優良田園住宅、医
療・福祉施設、農家レストランなど各施設が連携し未来
へ繋がる取り組みを行い、事業の成立性や実践に向けた
課題整理、事業実施体制や事業規模の検証により費用対
効果が見込めるモデルの構築を図っていきます。

北中城村の里づくり
農を中心とした「住・福・食・観」の連携

（
12
～
13
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
・
小
野
寺
正
樹
）

沖縄県の人口
146万 7065人

世帯数
65万 1375世帯

北中城村の人口
1万7千960人

きた   なか  ぐすく　そん

生ごみを利用したバイオガス発電施設生ごみを利用したバイオガス発電施設
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行
政
視
察
研
修
（
沖
縄
県
嘉
手
納
町
）

　より一層の子育てに特化した町づくりを推し進
め、さらなる移住定住の促進を研修。

 ◦嘉手納町子育て応援BOOKとは。
　子育て支援に関する情報を網羅したガイドブックです。
　給食無償化、教材費一部助成など独自施策を中心に事
業を選定して、嘉手納町で子育てをした場合に高校卒業
まで約100万円以上を町が支援することをお知らせする
ものです。

 ◦どうして作られたのか。
　嘉手納町では近年人口の減少が進んでおり、若い世代
の定住を促進することが重要な課題となっているため、
子育て世代が安心して子育てができるようサポートする
とともに、移住を検討している子育て世代に対して子育
てのしやすさを周知し、移住促進につなげるために作成
されました。

 ◦今後の活用範囲は。
　現在は、町内の施設に置いているが、今後は町外施設
にも置いてもらう工夫が必要です。
　いかに、広めるかがカギであり、不動産業者に置いて
もらうことや、SNS、LINEで町のホームページから簡
単に見ることができるなど、体制の整備を進めていきま
す。

 ◦その他に話し合われたこと。
　嘉手納町の約８割が軍事基地で若者の住む場所や働き
場所がなく、婚活施策も同時に進めているが、狭い町で
は人が集まらず苦慮している。今後は、空き家施策も視
野に入れて定住促進策を進めていく考えでした。

子育てするなら嘉手納町
他市町村との差別化を明確化　子育て施策の強みを強調

嘉手納町の人口
1万2千人900人

か　　 で　　な　 ちょう

生ごみを利用したバイオガス発電施設生ごみを利用したバイオガス発電施設
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　提
言
（
要
約
）

・
部
活
動
継
続
の
た
め
の
組
織
、
指
導
者
対
策

・
地
域
間
格
差
対
策
と
し
て
﹁
庄
内
南
部
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
に
よ
る
連
携
体
制
確
保

　検

　証

　現
行
の
体
育
大
会
を
運
営
す
る
中
学
校
体
育
連

盟
（
中
体
連
）
は
、
学
校
教
職
員
を
主
体
に
し
た

組
織
で
あ
り
、
徐
々
に
民
間
ク
ラ
ブ
等
の
大
会
参

加
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
主
体
か

ら
教
育
行
政
主
導
に
よ
る
大
会
運
営
の
可
能
性
も

高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　従
っ
て
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
「
庄
内
南

部
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
へ
位
置
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
地
域
移
行
が
進
展
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
﹁
三
川
町
D
X
推
進
計
画
﹂
の
解
説
書
の
配
布

･
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
﹁
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
体
制
﹂
の
取
り
組
み

･
高
齢
者
等
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
操
作
方
法

の
指
導
体
制
確
立

　検

　証

　高
齢
者
等
へ
の
指
導
助
言
対
策
と
し
て
「
出
前

講
座
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
支
援
員
派
遣
事

業
）」
を
本
格
的
に
開
催
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
活
性
化
と

L
I
N
E
等
を
活
用
し
た
「
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
体
制
」
の
構
築
も
考
慮
す
る
な
ど
、

複
層
的
な
目
的
を
視
野
に
入
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
支
援
員
派
遣
事
業
」
を
展
開
す
べ
き

で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
個
別
受
信
機
の
改
善
と
伝
達
方
法
の
検
討

･
避
難
情
報
の
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
及
び
体
制
整
備

　検

　証

　今
年
の
全
国
的
な
災
害
頻
発
を
機
に
、
地
域
防

災
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
も
各
町
内
会

並
び
に
自
主
防
災
会
等
と
の
連
絡
連
携
体
制
を
構

築
す
る
取
組
み
が
肝
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　従
っ
て
、
早
急
に
具
体
的
な
「
伝
達
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
作
成
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
役
員
の
な
り
手
不
足
対
策
と
し
て
、
協
力
体
制

構
築
と
定
期
的
な
研
修
の
実
施

･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
支
援
や
除
雪
機
の
貸

出
し
な
ど
、
住
民
主
体
型
互
助
体
制
構
築
の
展
開

　検

　証

　地
域
の
実
情
の
把
握
に
努
め
、
幅
広
い
年
代
が

参
加
し
や
す
い
内
容
や
時
間
帯
を
考
慮
し
た
研
修

会
や
講
座
な
ど
の
開
催
に
よ
っ
て
、
助
け
合
い
体

制
の
構
築
が
恒
常
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

町民生活に直結する町の施策向上のために…
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
の
具
現
化
策

に
つ
い
て

（
14
～
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

災
害
予
測
に
と
も
な
う
避
難
情
報
の

伝
達
に
つ
い
て

共
助
の
ま
ち
づ
く
り
の
拡
大

に
つ
い
て

　こ
れ
ま
で
3
年
に
わ
た
り
町
に
提
出
し

て
き
た
「
提
言
書
」
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
常
任
委
員
会
で
検
証
を
行
い
「
議
会
提

言
検
証
報
告
」
と
し
て
12
月
13
日
㈮
に
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
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　提
言
（
要
約
）

･
意
識
向
上
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入

･
活
動
へ
の
支
援
策
と
啓
発
活
動
の
展
開

　検

　証

　子
ど
も
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
に
関
す
る

こ
と
ま
で
、
様
々
な
形
態
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
周
知
を

広
げ
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
活
動
を
選
択
で
き

る
よ
う
な
見
え
る
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
食
品
残
渣
対
策
や
水
切
り
対
応
の
意
識
向
上

･
分
別
の
徹
底
と
再
資
源
化
推
進
策
の
強
化

･
排
出
量
減
少
自
治
体
の
事
例
検
証
と
本
町
の
対

策
実
施
と
そ
の
検
証

･
個
人
的
対
策
の
事
例
周
知
な
ど
持
続
可
能
な
施

策
の
推
進

　検

　証

　町
民
一
人
あ
た
り
一
日
の
家
庭
系
ご
み
の
排
出

量
は
、
み
か
わ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
令
和
12
年
度

目
標
値
の
5
2
0
グ
ラ
ム
に
あ
と
70
グ
ラ
ム
と
近

づ
き
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
時
代
に
即
し
た

取
り
組
み
を
広
く
町
民
に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
確
実
な
予
算
措
置
に
よ
る
町
道
修
繕
計
画
の
実
施

　検

　証

　本
町
の
道
路
は
全
体
的
に
補
修
が
必
要
な
状
況

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
計
画
の
着
実
な
実
行

が
求
め
ら
れ
る
。
将
来
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う

予
防
保
全
型
管
理
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　提
言
（
要
約
）

･
資
材
高
騰
下
の
支
援
策
と
、
経
営
戦
略
指
導
に

よ
る
後
継
者
確
保
の
展
開

　検

　証

　生
産
資
材
の
高
騰
が
今
後
も
続
く
と
さ
れ
る
一

方
、
農
産
物
の
価
格
は
伸
び
悩
み
、
資
材
コ
ス
ト

の
価
格
転
嫁
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
新
技
術
の
導
入
促
進
に

よ
る
作
業
の
効
率
化
や
、
多
様
な
組
織
整
備
に
よ

り
本
町
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ

る
。　高

齢
化
に
よ
る
離
農
者
は
今
後
、
急
速
に
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。「
地
域
計
画
」
の
策
定
に

よ
り
、
将
来
の
見
通
し
を
的
確
に
把
握
し
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
や
受
委
託
の
円
滑
化
等
に
よ
り

地
域
農
業
の
存
続
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

町民生活に直結する町の施策向上のために…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
醸
成

に
つ
い
て

持
続
可
能
な
農
業
政
策
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
今
後
の
方
針

に
つ
い
て

町
道
の
維
持
・
補
修
つ
い
て
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「愛おしいマイバッグ」
三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル三川つるあみサークル

読みやすい『UDフォント』を使用しています。 16

近
年
、
多
く
の
雑
誌
や
テ

レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
素
敵
な
バ
ッ
グ
が
あ
り

ま
す
。
和
製
ヴ
ィ
ト
ン
と
も

呼
ば
れ
る
つ
る
あ
み
の
カ
ゴ

バ
ッ
グ
で
す
。

2
0
2
2
年
秋
の
町
民
講

座
を
き
っ
か
け
に
、
つ
る
あ

み
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
仲
間

が
集
ま
り
、﹁
三
川
つ
る
あ

み
サ
ー
ク
ル
﹂
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
会
員
は
16
人
で

す
。
月
2
回
テ
オ
ト
ル
の
ホ

ー
ル
を
会
場
に
、
自
分
の
都

合
の
い
い
時
間
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
、
自
分
の
好
き
な
形

の
カ
ゴ
バ
ッ
グ
を
編
ん
で
い

ま
す
。

つ
る
あ
み
の
、
つ
る
の
種

類
は
ア
ケ
ビ
、
山
ぶ
ど
う
、

く
る
み
、
籐
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
好
き
な
つ
る
を

選
び
、
渡
部
小
枝
先
生
か
ら

や
さ
し
く
、
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
気
さ
く

に
話
せ
る
仲
間
と
と
も
に
楽

し
く
、
そ
し
て
夢
中
に
な
っ

て
つ
る
を
編
ん
で
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
世

界
に
同
じ
も
の
が
二
つ
と
な

い
、
愛
お
し
い
マ
イ
バ
ッ
グ

で
す
。
完
成
し
た
カ
ゴ
バ
ッ

グ
は
、
毎
年
、
町
民
体
育
館

で
行
わ
れ
て
い
る
﹁
秋
ま
つ

り
﹂
に
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
編
ん
で

　
　
　
　み
ま
せ
ん
か

﹁
三
川
つ
る
あ
み
サ
ー
ク

ル
﹂
を
始
め
て
、
約
2
年
が

経
ち
ま
し
た
。
今
で
は
カ
ゴ

だ
け
で
な
く
、
ペ
ン
ダ
ン

ト
、
ブ
ロ
ー
チ
、
リ
ー
ス
や

正
月
飾
り
な
ど
も
作
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
、

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
に
、
そ

し
て
自
分
好
み
の
つ
る
あ
み

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
62

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
町
野
　
昌
弘
）

「
押
切
小
学
校

1
5
0
周
年
記
念
事
業
」

（
写
真
）
押
切
小
学
校

【
表
紙
の
写
真
】

を
あ
な
た
も
一
緒
に
編
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

三
川
つ
る
あ
み
サ
ー
ク
ル

代
表

　成
田
ひ
と
み

一
緒
に
編
ん
で

　
　
　
　み
ま
せ
ん
か

発
行
責
任
者

議
会
議
長
　
志
田
　
德
久

委
員
　
鈴
木
　
重
行

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委
員
　
鈴
木
　
淳
士

委
員
長
　
佐
久
間
千
佳

委
員
　
砂
田
　
　
茂

副
委
員
長
　
町
野
　
昌
弘

委
員
　
小
野
寺
正
樹

編
集
室

編
集
室

　
今
年
も
寒
い
冬
を
迎
え
、

　
今
年
も
寒
い
冬
を
迎
え
、

日
本
海
の
幸
が
お
い
し
い

日
本
海
の
幸
が
お
い
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
災
害
や
事
件
・

　
昨
年
は
災
害
や
事
件
・

事
故
と
大
変
な
年
で
、
議

事
故
と
大
変
な
年
で
、
議

会
も
町
民
の
声
を
受
け
止

会
も
町
民
の
声
を
受
け
止

め
今
後
に
繋
が
る
提
言
を

め
今
後
に
繋
が
る
提
言
を

町
に
し
て
い
ま
す
。

町
に
し
て
い
ま
す
。

　﹁
ぎ
か
い
広
報
﹂
も
読

　﹁
ぎ
か
い
広
報
﹂
も
読

者
が
飽
き
な
い
よ
う
に
、

者
が
飽
き
な
い
よ
う
に
、

ま
た
継
続
性
も
失
わ
な
い

ま
た
継
続
性
も
失
わ
な
い

よ
う
工
夫
し
て
作
成
に
取

よ
う
工
夫
し
て
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
﹁
読

　
そ
の
一
例
と
し
て
﹁
読

者
の
窓
﹂
を
掲
載
し
編
集

者
の
窓
﹂
を
掲
載
し
編
集

側
の
一
方
的
な
発
信
に
な

側
の
一
方
的
な
発
信
に
な

ら
な
い
読
者
の
目
線
に

ら
な
い
読
者
の
目
線
に

立
っ
た
編
集
に
努
め
て
き

立
っ
た
編
集
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
も
あ
り
、﹁
見

　
そ
の
成
果
も
あ
り
、﹁
見

や
す
く
な
っ
た
﹂
と
の
声

や
す
く
な
っ
た
﹂
と
の
声

も
耳
に
し
て
、
今
後
も
読

も
耳
に
し
て
、
今
後
も
読

み
や
す
い
誌
面
作
り
に
頑

み
や
す
い
誌
面
作
り
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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野
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弘

町
野

　昌
弘


